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Ⅰ 大学の現況及び特徴 

１ 現況  

（１）大学名  秋田大学 

（２）所在地  秋田県秋田市 

（３）学部等の構成 

   学部：教育文化学部、医学部、工学資源学部 

   研究科：教育学研究科、医学系研究科、工学資源

学研究科 

   附置研究所：なし 

   関連施設：産学連携推進機構、総合情報処理セン

ター、ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー、

バイオサイエンス教育・研究センター、放射

性同位元素センター、環境安全センター、国

際資源学教育研究センター、ベンチャーイン

キュベーションセンター、地域創生センター、

生体情報研究センター、評価センター、教育

推進総合センター、学生支援総合センター、

教員免許状更新講習推進センター、国際交流

センター、附属図書館、保健管理センター 

（４）学生数及び教員数（平成25年５月１日現在） 

 学生数：学部4,560人、大学院597人 

   専任教員数：564人 

    

２ 特徴 

（１）秋田大学の歴史的発展 

本学は秋田師範学校と秋田鉱山専門学校を母体に、昭

和24年、学芸学部及び鉱山学部からなる新制国立大学と

して発足した。その後、学芸学部を教育学部と改称して

教員養成系の学部に特化し、医学部は昭和45年に創設さ

れた戦後初めての国立の医学部として、鉱山学部は日本

で唯一の学部としての特色を打ち出してきた。 

平成元年には医療技術短期大学部を併設し、３学部１

短期大学部となった。更に平成10年、教育学部は教育文

化学部へ、鉱山学部は工学資源学部へと改組・再編した。

医療技術短期大学部は、平成14年に医学部保健学科とし

て発展的に改組した。 

 大学院課程は、昭和40年に鉱山学研究科、昭和51年に

医学研究科、平成元年に教育学研究科を設置した。その

後、鉱山学研究科は工学資源学部の改組に伴い平成14年

に工学資源学研究科へ改組し、医学研究科は平成19年に

保健学専攻を加え医学系研究科へ改組した。 

（２）秋田大学の基本理念 

 秋田大学の基本理念は、国際的な水準の教育・研究を

遂行すること、地域の振興と地球規模の課題の解決に寄

与すること、国の内外で活躍する有為な人材を育成する

ことにある。これら本学の基本理念を具現化するために

５つの基本的目標を設定しており、その一つとして

「『学習者』中心の大学教育」を掲げ、全学をあげて学

生の自己実現に向けた支援体制の整備を進めている。 

 

（３）秋田大学における地域貢献 

 教育文化、医学、工学資源の３学部からなる本学は、

これまでも全国有数の高い学力水準を支える教員養成と

地域医療、研究や人材育成を通じて地域の発展に寄与し

てきた。平成21年に開設した「秋田大学橫手分校」や平

成22年に開設した「秋田大学北秋田分校」は、高等教育

機関のなかった地域で新たな知の拠点となることを目指

したものであり、平成23年に設置した地域創生センター

（「地域協働部門」及び「地域防災部門」）は、地域再

生のための知の創生の見地から、地域と連携し、地域の

活性化、教育活動、住民活動への助言や地域の防災等に

関する研究と支援を行い、地域の発展及び安全・安心な

地域社会の形成に寄与することを目的に活動している。 

 

（４）秋田大学の現況と展望  

 本学の前身である官立秋田鉱山専門学校以来100年以

上にわたり培ってきた資源学の教育研究は、本学におけ

る大きな特徴である。この特徴を活かし平成21年に設置

した「国際資源学教育研究センター」は、単に国内の資

源教育と研究の拠点としてだけでなく、資源保有国から

の研修生や研究者を受け入れて集中的に教育する実践的

かつ高度な資源開発人材養成を行うなど、海外の新興資

源国からも期待されている。 

また、これまでに蓄積された伝統と実績を基に、平成

26年度には教育文化学部と工学資源学部を改組し、新た

に文理融合型の国際資源学部（仮称）の設置を予定して

いる。 

 この改革で日本を代表する資源学教育拠点を構築する

とともに、地域振興の中核拠点として、これまで以上に

地域から必要とされる大学へ「改新」することを目指し

ている。 
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Ⅱ 目的 

１．秋田大学の基本理念・基本的目標 

本学では基本理念及びそれを達成するための５つの基本的目標を次のとおり定め、教育、研究、社会貢献、国

際交流を推進している。 

【基本理念】 

 （１）国際的な水準の教育・研究を遂行します。 

（２）地域の振興と地球規模の課題の解決に寄与します。 

（３）国の内外で活躍する有為な人材を育成します。  

【基本的目標】 

（１）「学習者」中心の大学教育を行い、幅広い教養と深い専門性、豊かな人間性と高度の倫理性を備えた人

材を養成します。 

（２）基礎から応用までの研究、特に『「環境」と「共生」』を課題とした独創的な研究活動を行います。 

（３）地域と共に発展し、地域と共に歩む「地域との共生」を目指します。 

（４）国際的な教育・研究拠点の形成を目指し、地球規模の課題の解決に貢献します。 

（５）学長のリーダーシップの下、柔軟で有機的な運営体制を構築します。 

 

２．秋田大学が養成しようとする人材像とその実現方策 

本学では養成する人材像を教育目標として次のとおり定め、教育にあたっている。 

学部 

（１）社会の変化に柔軟に適応できる幅広い教養と深い専門性、豊かな人間性と高度の倫理性を備え、社会の

発展に貢献できる人材を養成します。 

（２）地域の文化的・経済的発展に貢献できる人材を養成します。 

（３）国際人として通用するコミュニケーション能力・異文化理解力を備えた人材を養成します。 

大学院 

（１）国際人として通用する、高度な専門性・独創性と倫理性を備えた人材を養成します。 

（２）専門性の高い研究能力を備え、指導者になりうる人材を養成します。 

基本的目標に掲げた「学習者」中心の大学教育は、人材の育成のための中心的方途とし、学生のニーズ・学習

履歴に応じた教育の提供、双方向的な授業、学生が自分自身で学び考える能力を付与する授業などの工夫により、

学生が、自己実現に向けた主体的取り組みを展開することのできる力量を養成するものである。 

  

３．吉村プランの策定・実施 

 本学では教育・研究・社会貢献・国際化・経営の５つの柱からなる吉村プランを平成20年９月に策定し、本学

の基本理念・基本的目標、中期目標・中期計画の実現・達成を目指してきた。平成23年９月に策定された第２期

吉村プランの概要は次のとおりである。 

【教育】 

学習者中心の教育を通じて豊かな人間性と倫理性を養い、学習した専門性を地域や社会で発揮し、時代の

諸課題に積極的な取り組みができる人材を育成する。そのために学習することの意義と楽しみを実感できるよ

うに、必要な改革、環境整備、支援を行う。 

【研究】 

地域の現実から人類的諸課題へ視野を拡大させた、独創的な研究活動を推進し、その成果を継続的に地域
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と世界に発信する。そのために、基礎的基盤的研究とともに、諸学の柔軟な融合と統合による先端的研究

を行う。 

【社会貢献】 

公共的な知の拠点として大学開放事業の推進や学術情報の提供、医療・福祉の充実、防災対策、産業振興

への参画を行い、学術的見地から地域の活性化に積極的に取り組む。 

【国際化】 

21世紀の国際社会が求める人材育成、地球規模及び各地域の課題解決に貢献するため、４領域（国際的人

材育成、国際的学術研究、国際連携協力、国際交流体制整備）からなる秋田大学国際戦略を進める。 

【経営】 

大学経営において学長のガバナンスと大学マネジメントの強化を図り、迅速な意思決定の下に、諸資源の

効果的投入を図る。そのために、責任ある執行体制を充実させ、活動全般に対する企画、実施、監査・評価、

改善のサイクルを確立し、かつ大学経営を担う人材を育成する。 

 

４．各学部、研究科の教育目標 

各学部、研究科等は、全学の教育目標を踏まえ、それぞれの特性に応じた以下の教育目標を設定し教育を展開

している。 

【教育文化学部】 

人間の発達への深い理解にたって、人間存在をめぐる現在的諸課題を総合的に探求し、新たな生活文化の

創造を担う人材（次世代を育てる教員・地域活性化に貢献する人材・国際交流に貢献する人材・人間生存環境

を構築する人材）の養成を目的とする。 

【医学部】 

豊かな教養に支えられた人間性と高い倫理観、及び学問の進歩に対応しうる柔軟な適応能力と課題探求・

問題解決能力を養い、医学・健康科学に対する充分な理解のもとに、人々の健康と医療・福祉に貢献できる国

際的視野を備えた使命感にあふれる人材を育成することを目的とする。 

【工学資源学部】 

地球環境と調和のとれた人間性豊かな社会の発展に寄与するとともに、資源学・工学に関する深い理解を

通して、広く社会に貢献できる技術者および研究者を養成することを目的とする。 

 

【教育学研究科】 

児童・生徒の発達と学習及び教育科学をはじめとする諸科学分野に関する専門的知識の修得並びに高度の

教育実践能力と研究能力の涵養とによって、21世紀の初等中等教育を担う、優れて質の高い教員の養成を目的

とする。 

【医学系研究科】 

人類の健康・福祉の発展に寄与する医学・医療・生命科学の最先端研究を推進できる国際的視野を備えた

優れた研究者・高度専門医療人を育成することを目的とする。 

【工学資源学研究科】 

人間社会が持続的に発展するための総合・学際的かつ先端的科学技術のさらなる展開を図り、優れた人格

と国際性を有する高度な能力を持つ技術者、研究者を養成することを目的とする。 
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Ⅲ 選択評価事項Ｂ 地域貢献活動の状況 

 

１ 選択評価事項Ｂ 「地域貢献活動の状況」に係る目的 

 

（１）秋田大学の理念及び大学の地域貢献活動の位置づけ 

本学では基本理念に「地域の振興と地球的規模の課題の解決に寄与します」と掲げ、基本目標に「地域と共に発展し、地域と共に

歩む『地域との共生』を目指します」と設定している。 

本学が位置する秋田県は、産業基盤の脆弱化、少子高齢化が急激に進行して持続可能な社会の危機に瀕している状況にあり、本学

には地域社会の再生への支援が期待されている。そこで、本学では、地域社会への貢献活動を「地域再生のための知の創生の見地か

ら、地域と連携し、地域の活性化、教育活動、住民活動への助言、地域の防災等に関する研究と支援等を行い、地域の発展及び安全・

安心な地域社会の形成に寄与する」と位置づけ活動している。 

 

（２）地域貢献に関する目的及び目標  

本学では、教育・研究・社会貢献・国際化・経営の５つの柱からなるアクションプラン「吉村プラン」を平成20年度に策定し、本

学の基本理念・基本目標、また法人における中期目標・中期計画の実現・達成を目指している。 

平成23年度に策定された第２期吉村プランにおいては、社会貢献に関するプランを「公共的な知の拠点として大学開放事業の推進

や学術情報の提供、医療・福祉の充実、防災対策、産業振興への参画を行い、学術的見地から地域の活性化に積極的に取り組む」と

定め、以下の具体策を挙げている。 

１．地域と連携し、地域の活性化・教育活動・住民運動への助言、地域の防災等に関する研究と支援等を行う。 

１）地域創生センター、横手分校及び北秋田分校が中心となって、地域が抱える課題の解決や地域資源を活用した地域活性化につ

いて、自治体または地域住民と協働で取り組む。 

２） 秋田県の特性を考慮した地域防災のあり方について調査・研究し、秋田県または日本海側北部地域における地震災害等につい

て備えるために防災システムを構築する。 

２．大学開放事業・生涯学習事業を積極的に展開する。 

１） 児童生徒の学力向上や科学・学問への関心・興味を高めるために、大学施設に受け入れするなど持てる知的・人的資源を広く

提供する。 

２） 秋田大学キャンパスのほか、横手分校、北秋田分校など秋田県内の各地域で、公開講座やサテライト事業をはじめ、特色ある

生涯学習事業を積極的に行う。 

３．附属病院は高度先進医療を行いつつ、自治体・他病院と連携を強化し、高齢化社会など秋田県が抱える医療課題に向け積極的に

取り組む。  

 

 また、本学の地域貢献活動の主体となる「地域創生センター」では「地域協働部門」及び「地域防災部門」を設置し、以下の活動

目的に基づき地域貢献活動を行っている。 

【地域協働部門】 

 大学開放事業を始めとする社会貢献活動の根底には、学生のみにとどまらず、社会の人々にも積極的に教育資源を提供していこう

とするコンセプトがある。地域協働部門はそれらを基に、様々な社会貢献を展開することを目的とする。 

【地域防災部門】 

 地域防災について戦略的かつ組織的に調査・研究し、秋田県内各自治体および県民へ発信することにより、秋田県ないし日本海側

北部で地震災害が発生した場合に、地域住民自らが防災活動を行う、「災害に強い地域」を形成することを目的とする。 
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２ 選択評価事項Ｂ 「地域貢献活動の状況」の自己評価 

 

（１）観点ごとの分析 

 

観点Ｂ－１－①： 大学の地域貢献活動の目的に照らして、目的を達成するためにふさわしい計画や具体的方

針が定められているか。また、これらの目的と計画が適切に公表・周知されているか。 

 

【観点に係る状況】 

本学は、基本理念に「地域の振興と地球規模の課題の解決に寄与」することを掲げ、また基本的目標に「地域

とともに発展し、地域と共に歩む『地域との共生』を目指す」ことを宣言している（URL※１）。そして、法人に

おける中期目標（URL※２）において「社会との連携や社会貢献に関する目標」を示し、中期計画（URL※３）に

おいてその方策を定めている。また、これを実現・達成するためのアクションプランとして、平成20年度に「吉

村プラン」（第１期）を、平成 23 年度には「第２期吉村プラン」を策定した（資料 B－１－①－A）。本プランで

は、教育、研究に次ぐ重点事項として社会貢献を取り上げ、公共的な知の拠点として大学開放事業の推進や学術

情報の提供、医療・福祉の充実、防災対策、産業振興への参画を行い、学術的見地から地域の活性化に積極的に

取り組むこととしている。これらの基本理念等は大学ウェブサイトで公表している。 

本学の地域貢献活動の主体となる組織として平成16年度に「社会貢献推進機構」を設置、平成21年度には「教

育推進総合センター社会貢献推進部門」に改組、そして、平成23年４月に、地域貢献活動をより強力に推進する

ため「秋田大学地域創生センター」（URL※４、別添資料 B－１－①－１）を設置した。さらに、東日本大震災を

機に同年９月には、同センター内に「地域防災部門」を開設し、従来の地域協働部門との２部門体制で業務を開

始した（資料B－１－①－B）。 

具体的な活動計画は、地域創生センターを中心に各部局が立案し、学内の委員会等を通じて大学構成員に通知

するとともに、キャンパス共通システムへも掲載して教職員に周知している。また、大学ウェブサイト（URL※５）

で事業ごとに公表するとともにマスコミや自治体広報誌等を通じて周知している。さらに、大学の広報誌「アプ

リーレ」にイベントや講座・講習会の案内を掲載し（URL※６、別添資料 B－１－①－２）、自治体や教育機関、

観光地、空港等に置き周知している。 

 

資料B－１－①－A 第２期吉村プラン（抜粋） 

社会貢献 

公共的な知の拠点として大学開放事業の推進や学術情報の提供、医療・福祉の充実、防災対策、産業振興への参画を行い、学術

的見地から地域の活性化に積極的に取り組みます。 

１．地域と連携し、地域の活性化・教育活動・住民運動への助言、地域の防災等に関する研究と支援等を行います。 

１） 地域創生センター、横手分校及び北秋田分校が中心となって、地域が抱える課題の解決や地域資源を活用した地域活性化

について、自治体または地域住民と協働で取り組みます。 

２） 秋田県の特性を考慮した地域防災のあり方について調査・研究し、秋田県または日本海側北部地域における地震災害等に

ついて備えるために防災システムを構築します。 

２．大学開放事業・生涯学習事業を積極的に展開します 

１） 児童生徒の学力向上や科学・学問への関心・興味を高めるために、大学施設に受け入れするなど持てる知的・人的資源を

広く提供します。 

２） 秋田大学キャンパスのほか、横手分校、北秋田分校など秋田県内の各地域で、公開講座やサテライト事業をはじめ、特色

ある生涯学習事業を積極的に行います。 

３．附属病院は高度先進医療を行いつつ、自治体・他病院と連携を強化し、高齢化社会など秋田県が抱える医療課題に向け積極的

に取り組みます。  
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 （出典：第２期吉村プラン http://www.akita-u.ac.jp/honbu/info/in_plan.html） 

 

資料B－１－①－B 秋田大学地域創生センター組織図（平成25年５月１日現在） 

 

（出典：秋田大学地域創生センターパンフレット） 

 

〈※該当資料のURL〉 

※１ 秋田大学の基本理念・基本的目標・教育目標 http://www.akita-u.ac.jp/honbu/info/in_idea.html 

※２ 国立大学法人秋田大学の中期目標（p.３）http://www.akita-u.ac.jp/honbu/zyouhouteikyo/gyoumu/tyukimokuhyou2.pdf 

※３ 国立大学法人秋田大学の中期目標を達成するための計画（中期計画）（p.２） 

   http://www.akita-u.ac.jp/honbu/zyouhouteikyo/gyoumu/tyukikeikaku/26.pdf 

※４ 秋田大学地域創生センター http://www.pcix.akita-u.ac.jp/public/pu_center.html 

※５ 秋田大学公開講座案内 http://www.pcix.akita-u.ac.jp/public/pu_exhibition.html 

※６ 秋田大学広報誌アプリーレhttp://www.akita-u.ac.jp/honbu/info/magazine/aprire/back/index.html 

 

〈別添資料〉 

別添資料B－１－①－１：秋田大学地域創生センター規程 

別添資料B－１－①－２：秋田大学広報誌「アプリーレ」 

 

【分析結果とその根拠理由】 

基本理念・基本目標の達成を目指す「吉村プラン」「第２期吉村プラン」を策定し、公共的な知の拠点として大

学開放事業の推進や学術情報の提供、医療・福祉の充実、防災対策、産業振興への参画を行っている。また、学

術的見地から地域の活性化に積極的に取り組むこととしており、実行組織として平成23年４月に「地域創生セン

ター」を設置している。さらに同センター内に「地域防災部門」を開設している。具体的な活動計画は、地域創

生センターを中心に各部局が立案し、学内の委員会等を通じて大学構成員に通知するとともに、キャンパス共通

システム、大学ウェブサイト、大学広報等各種刊行物、マスコミや自治体広報等を通じて広く社会一般に周知し

ている。以上のことから、大学の地域貢献活動の目的に照らして、目的を達成するためにふさわしい計画や具体

的方針が定められているとともに、これらの目的と計画が適切に公表・周知されていると判断する。 
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観点Ｂ－１－②： 計画に基づいた活動が適切に実施されているか。 

 

【観点に係る状況】 

 「秋田大学吉村プラン」で掲げる重点事項の一つである社会貢献活動については、地域創生センター（前掲・

資料B－１－①－B）を中心に各部局で活動を行っている。 

 公開講座の実施にあたっては、実施の前年度に地域創生センターが全学分の予定を取りまとめ、主担当部局が

計画に基づき実施している。また、本学の戦略的経費の一つである「年度計画推進経費」には、「社会貢献事業等

推進経費」が設けられ、地域創生センターが全学の事業実施計画を取りまとめて予算を確保し、各事業の主担当

部局が計画に基づき実施している。これらの活動状況等は、地域創生センター年報（URL※１）にまとめられてい

る。さらに、各学部等の個性を活かした出前講座等が機動的に行われている。 

 各部局の主な活動は、以下のとおりである。 

 

１．地域との連携 

（１）地域の活性化・教育活動等への取組 

１）本学では、これまで蓄積してきた教育・研究資源の提供と地域活性化の促進を目的に、秋田県及び県

内の主要な市町村と連携協定を締結している（資料 B－１－②－A）。また、県内への情報発信と、より

密接な地域連携を目指して、平成21年８月に秋田大学横手分校（資料B－１－②－B、URL※２）を、平

成22年11月には北秋田分校（資料B－１－②－C、URL※３）を開設した。両分校とも地域全体をフィ

ールドとして展開する秋田大学の活動拠点として位置づけられている（資料 B－１－②－D）。なお、県

内産業の活性化、高度化に寄与することを目的として「秋田大学大学院工学資源学研究科産学官連携推

進協議会」（URL※４）を設立し、企業・自治体等関係者、一般市民、大学・教育機関研究者を対象とし

た合同フォーラムの開催などを行っている。 

２）各学部等では、高校生、小・中学生や市民、企業等を対象に「出前講義」を実施しており、講義依頼

の手続き等については各学部ウェブサイトに掲載している（URL※５）。また、教育文化学部では、秋田

大学と教育現場をつなぐ「あきた教職.net」（URL※６）を開設し、ウェブ上で情報提供や情報交換を行

い、学生、学校、教員をサポートしている。 

（２）地域の防災等に関する研究と支援等 

１）地域創生センター地域防災部門では、秋田県内で過去に発生した地震、津波災害、県内外の活断層調

査及び東日本大震災の現地調査等を行うとともに、首長及び地域防災担当者とのヒアリングを実施し、

県内各自治体が抱える防災・減災における課題を把握するなど、今後の活動に際する基礎・基盤的な調

査研究を行った。さらに各自治体等からの依頼により、秋田県内各学校等における防災教育を継続して

実施している（別添資料B－１－②－１）。 

２）工学資源学研究科附属地域防災力研究センター（URL※７）では、岩手大学、弘前大学と連携しながら

地域の防災・減災に関する研究や支援などを行っており、３大学合同で防災講演会等を実施している（別

添資料B－１－②－２）。 

 

２．大学開放事業・生涯学習事業の展開 

１）附属図書館では、学外者へ広く門戸を開き、資料の閲覧・貸出サービスを行っており、利用件数は着

実に増加している（資料 B－１－②－E）。また、国内有数の鉱物標本等を所蔵する工学資源学研究科附

属鉱業博物館は平成23年10月にリニューアルオープンしている。このほか、学内の運動施設や教室な
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ども開放している（URL※８）。 

２）地域創生センターでは「地域に根ざした大学」を目指し、公開講座の開催や学生の地域交流等による

地域貢献を行っている。また、各学部等においても特色を生かした公開講座やサテライト事業、体験型

教室等を開催している（資料B－１－②－F、別添資料B－１－②－３）。 

３）総合技術部では、技術職員の専門技術を地域に還元することを目的とし、児童・生徒が技術体験によ

り楽しみながら理工系に興味を持てるよう工夫された「秋田大学総合技術部テクノフェスタ」（別添資料

B－１－②－４）を平成21年度から毎年秋田市内の複合商業施設で開催している。また、同様の目的で、

より高度な技術内容を小学生や保護者、生涯学習者が体験できる「わくわくエンジョイサイエンス」（別

添資料B－１－②－５）を平成23年度から実施しており、平成24年度は県南部の大仙市で実施した。 

  ４）工学資源学部では、｢文部科学省認定社会通信教育｣に指定されている国立大学法人唯一となる通信教

育講座を、昭和23年から開講している。本講座では、科学技術に関する教養的な知識を得るための一般

科学技術コースと、資源系、材料系、電気電子系の基礎及び専門を学べる各コースを設定している（別

添資料B－１－②－６）。 

 

３．秋田県が抱える医療課題に向けた取組 

１）シミュレーション教育センターの設置 

    医学部附属病院では、秋田県と秋田大学の協同による地域医療再生計画の一環として、本学の医療従

事者・学生（大学院を含む。）及び県内の医療従事者等の医療技術の習得及び向上を目的に平成24年３

月に秋田大学医学部附属病院シミュレーション教育センター（URL※９）を設置した。 

２）総合地域医療推進学講座の開設 

   医学部では、県の地域医療問題を改善し医療充実を推進することを目的とした県からの寄付講座とし

て、総合地域医療推進学講座（URL※10）を開設している。 

３）次世代がん治療推進専門家養成プラン 

大学院医学系研究科では、地域がん医療を推進する医療人の養成を目的とした「次世代がん治療推進

専門家養成プラン」（文部科学省：がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン）が採択された（URL※

11）。本プランでは、地域の医療現場における大学院生教育のためのオン・ザ・ジョブ・トレーニングや、

地域医療機関に勤務する医師への生涯教育のためのウェブ教育を行う（資料B－１－②－G）。 

 

資料B－１－②－A 自治体との連携協定一覧（平成24年11月20日現在） 

協定締結日 締結先 

平成18年９月25日 秋田県 

平成20年７月11日 秋田市 

平成20年10月24日 大館市 

平成20年11月５日 小坂町 

平成20年11月17日 能代市 

平成21年２月７日 横手市 

平成21年10月６日 北秋田市 

平成22年５月26日 大仙市 
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協定締結日 締結先 

平成22年 12月10日 八峰町 

平成23年２月17日 男鹿市 

平成23年５月13日 美郷町 

平成24年２月17日 潟上市 

平成24年11月20日 湯沢市 

（出典：秋田大学ウェブサイト「国内機関との連携・協力協定」 http://www.akita-u.ac.jp/honbu/info/in_list.html） 

 

資料B－１－②－B 秋田大学橫手分校活動方針 

 

（出典：別添資料B－１－②－７ 平成23年度秋田大学橫手分校活動報告） 

 

資料B－１－②－C 秋田大学北秋田分校活動方針 

 

（出典：別添資料B－１－②－８ 平成23年度秋田大学北秋田分校活動報告） 
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資料B－１－②－D 秋田大学分校の主な連携活動 

区  分 活  動  内  容 

横手分校 

・地域産業振興として、横手市の間引きスイカによる血圧降下の検証・製品化への協力 

http://www.akita-u.ac.jp/honbu/y-bunko/b-mabiki.html

・地域社会づくりへの参画として「いぶりがっこ製造プロジェクト」を実施し、秋田大学生が中心となって

製品化した「いぶりばでぃ」を商標登録 

http://www.akita-u.ac.jp/honbu/y-bunko/b_iburigakko.html

北秋田分校 

・地域産業振興として、北秋田市の珪藻土を使用した「ひんやりビーズ」の開発・製品化への協力 

http://www.akita-u.ac.jp/honbu/k-bunko/resource.html

http://www.akita-u.ac.jp/honbu/info/magazine/aprire/ebook/37/_SWF_Window.html（電子ブックp.２）

・沿線住民の「足」としての存続が危ぶまれている秋田内陸縦貫鉄道について、秋田大学生と地元の高校生

が連携し、「スタディ・トレイン」の企画・実施など、利用増と沿線の活性化に向けた様々な取組を提言 

http://www.akita-u.ac.jp/honbu/k-bunko/eventa/item.cgi?pro&32

 

資料B－１－②－E 学外者への図書貸出状況 

学外者貸出冊数 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 

手形地区（本館） 977 991 731 1,210 1,287

本道地区（医学部分館） 607 407 397 423 458

 (注)平成22年度は、耐震改修のため一時閉館。 

（出典：附属図書館報告資料） 

 

資料B－１－②－F 公開講座等の実施状況（例） 

区  分 活  動  内  容 

公開講座 

毎年一般の方を対象に公開講座を実施しており、平成24年度は、「英語の詩を読んでみませんか？－対訳で

味わう英詩の世界と英国文化Ⅱ－」ほか６講座を開講した。 

http://www.pcix.akita-u.ac.jp/public/pu_exhibition_old.html

サテライト事業 

毎年県北部・県南部で、それぞれ講演会や科学教室などを実施しており、平成24年度は、「ハタハタ寿司試

食会＆集落座談会」ほか３事業を実施した。 

 http://www.pcix.akita-u.ac.jp/public/pu_satellite.html

大学開放事業 

児童生徒の学力向上や科学・学問への関心・興味を高めるために、秋田大学の人的資源を広く提供してお

り、「天体観察会」や「小・中学生の大学見学」等の事業を実施した。 

http://www.pcix.akita-u.ac.jp/public/pu_opening.html 

公開講演会 

最新の医学研究の成果を分かりやすく解説する公開講演会を行った後、カフェのような雰囲気で自由に意見

交換を行う「メディカル･サイエンスカフェ」を、平成19年度から毎年医学系研究科が行ってきた。平成24

年度からは、教育文化学部の教員とのコラボにより「メディカル･サイエンスカフェ･ネクスト」として次の

次元へと踏み出した。 

 http://www.akita-u.ac.jp/honbu/eventa/item.cgi?pro&1225

体験型教室等 

・工学資源学研究科ものづくり創造工学センターでは科学に直接触れ、体験することのできる教室として、「ロ

ケット打上体験」や「手作りソーラーカー」などの子どもものづくり教室を毎月開催している。 

http://www.mono.akita-u.ac.jp/index.html

・同附属鉱業博物館では、特別展や小中学生を対象としたジュニアサイエンススクールなどを開催している。

http://kuroko.mus.akita-u.ac.jp/event/24_eventJ.html
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資料B－１－②－G 「秋田大学次世代がん治療推進専門家養成プラン」医学専攻コース概略 

 
（出典：「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン（秋田大学）」ウェブサイト 

http://www.med.akita-u.ac.jp/~ganpro24/course_igaku.html） 

 

〈※該当資料のURL〉 

※１ 平成23年度秋田大学地域創生センター年報 http://www.pcix.akita-u.ac.jp/public/pdf_public/report_2012.pdf 

※２ 秋田大学横手分校 http://www.akita-u.ac.jp/honbu/y-bunko/index.html 

※３ 秋田大学北秋田分校 http://www.akita-u.ac.jp/honbu/k-bunko/index.html 

※４ 秋田大学大学院工学資源学研究科産学官連携推進協議会 http://www.eng.akita-u.ac.jp/research/cooprate21.html 

※５ 出前講義 http://www.akita-u.ac.jp/eduhuman/guide/gu_delivery.html （教育文化学部） 

http://www.hs.akita-u.ac.jp/03activity/demae_koza.html （医学部保健学科） 

        http://www.eng.akita-u.ac.jp/education/demae_kougi.html （工学資源学研究科） 

※６ あきた教職.net http://gppts.cerp.akita-u.ac.jp/kyousyoku/index.php 

※７ 工学資源学研究科附属地域防災力研究センター http://www.eng.akita-u.ac.jp/opencampus/h18top/bousai.html 

※８ 大学施設の開放 http://www.pcix.akita-u.ac.jp/public/pu_open_facility.html 

※９ シミュレーション教育センター http://career.hos.akita-u.ac.jp/skillslabo.php 

※10 総合地域医療推進学講座 http://www.med.akita-u.ac.jp/dat/cgi/kouza.php?koza=comm_med 

※11 がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン「プランについて」 http://www.med.akita-u.ac.jp/~ganpro24/plan.html 

 

〈別添資料〉 

別添資料B－１－②－１：秋田大学地域創生センター地域防災部門活動実績報告書（平成24年４月１日～平成25年３月31日） 

            pp.５～20「２．研究成果の経過・概要」 

別添資料B－１－②－２：秋田大学工学資源学研究科附属地域防災力研究センター報告（５～７号）（抜粋） 

別添資料B－１－②－３：事業実施状況一覧（平成20～24年度） 

別添資料B－１－②－４：「秋田大学総合技術部第四回テクノフェスタ」を開催（プレス発表資料） 

別添資料B－１－②－５：「第二回わくわくエンジョイサイエンス～秋田大学の実習・実験技術を体験しよう～」を開催 

（プレス発表資料） 

別添資料B－１－②－６：秋田大学工学資源学部通信教育講座学則 

別添資料B－１－②－７：平成23年度秋田大学横手分校活動報告 

別添資料B－１－②－８：平成23年度秋田大学北秋田分校活動報告 

 

【分析結果とその根拠理由】 

地域創生センターが中心となり、各自治体との連携、公開講座、サテライト事業、大学開放事業等の諸活動を

実施していることが確認できる。また各部局でもそれぞれの特性を生かした講演会や体験型教室、出前講義等が
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活発に行われている。 

とりわけ、自治体との協定締結による連携強化や横手分校・北秋田分校の開設、首長及び地域防災担当者との

ヒアリング、教育文化学部が運営する秋田大学と教育現場をつなぐ「あきた教職.net」の構築、県内産業の活性

化、高度化に寄与するために工学資源学研究科が設立した「秋田大学大学院工学資源学研究科産学官連携推進協

議会」等、本学の理念である「地域の振興」と「地域との共生」を目指し活動していることが確認できる。 

以上のことから、計画に基づいた活動が適切に実施されていると判断する。 

 

 

観点Ｂ－１－③： 活動の実績及び活動への参加者等の満足度等から判断して、活動の成果が上がっているか。 

 

【観点に係る状況】 

地域との連携では、秋田県及び県内12市町村（平成24年11月20日現在）と連携協定を締結している（前掲・

資料 B－１－②－A）。特に県南部の横手分校（URL※１）及び県北部の北秋田分校（URL※２）の開設により、県

内における地域の活性化・教育活動等の取組は飛躍的に拡大した（前掲・別添資料B－１－②－３）。また、地域

の防災等に関する研究と支援では、平成23年度の地域防災部門の開設（地域創生センター内）を機に、講演会、

出前授業及び防災指導等を多数行っている（資料 B－１－③－A）。各アンケート結果では、東日本大震災後に高

まった防災意識が反映されており、概ね肯定的な意見を得ている（別添資料B－１－③－１）。 

大学開放事業・生涯学習事業の展開においては、附属図書館の学外者への貸出冊数は、図書館ウェブサイトの

利用案内などにより増加傾向にある（前掲・資料B－１－②－E）。 

公開講座、講演会及び大学訪問等については来場者に対してアンケートを実施している（別添資料 B－１－③

－２）。その結果を重要な第三者評価と位置づけて自己点検及び自己評価（別添資料B－１－③－３）の判断材料

としている。 

通信教育講座（URL※３）の受講生数は、昭和23年の開設以来延べ19,802名で、うち修了生は1,731である（平

成24年度末現在）。平成25年５月1日時点では、279名の受講生が在籍している。修了生のうち特に成績優秀者

には文部科学大臣表彰、（財）社会通信教育協会長表彰、学部長表彰として顕彰している。また、修了者の申請に

よる生涯学習１級及び２級インストラクター資格認定の推薦や全国生涯学習フェスティバルへの参加など生涯学

習教育の推進にも貢献している。 

本学が実施する公開講座やセミナー等において、テーマの内容によっては受講者数の増減が大きく、これらに

ついては逐次見直しが行なわれている。 

 

資料B－１－③－A 地域防災部門の主な活動内容 

年  度 活  動  内  容 

平成23年度 
・県内各自治体等からの依頼により計11回の講演等を実施 

・秋田市および東京都でそれぞれシンポジウムを実施 

平成24年度 
・秋田県内の幼保小中高等学校等に対し出前授業として37回実施 

・自治体等での講演等37回、防災関連事業等への参画３回、その他６つの防災関連委員会へ参画 

（出典：秋田大学地域創生センター地域防災部門活動実績報告書） 

 

〈※該当資料のURL〉  

※１ 秋田大学横手分校 http://www.akita-u.ac.jp/honbu/y-bunko/index.html 

※２ 秋田大学北秋田分校 http://www.akita-u.ac.jp/honbu/k-bunko/index.html 
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※３ 通信教育講座 http://www.eng.akita-u.ac.jp/education/correspond/correspond.html 

 

〈別添資料〉 

前掲・別添資料B－１－②－３：事業実施状況一覧（平成20～24年度） 

別添資料B－１－③－１：平成23年度秋田大学地域創生センター年報 p.65 

別添資料B－１－③－２：平成23年度秋田大学地域創生センター年報 pp.58～64 

別添資料B－１－③－３：地域創生センター自己評価報告書 

 

【分析結果とその根拠理由】 

 大半の事業において満足度アンケート調査の実施とその分析が行われ、参加した企画・事業については概ね好

評であるとの回答を得ていることが確認できる。例えば地域創生センター内に開設された地域防災部門により実

施された講演会、シンポジウム等の各アンケート結果では、東日本大震災後に高まった防災意識が反映されてお

り、概ね肯定的な意見を得ていることが確認できる。 

受講者数の増減が大きい公開講座やセミナー等も存在しているが、これらについては逐次見直しが行なわれて

いる。 

以上のことから、本学で実施する各種事業に対する満足度は概ね高く、活動の実績及び活動への参加者等の満

足度等から判断して、活動の成果が上がっていると判断する。 

 

 

観点Ｂ－１－④： 改善のための取組が行われているか。 

 

【観点に係る状況】 

平成23年4月に「秋田大学地域創生センター」を設置し、地域再生のための知の創生の見地から、地域と連携

し、地域の活性化、教育活動、住民活動への助言、地域の防災等に関する研究と支援等を行っている。 

センターでは、定期的に（月２回）センター連絡会議を開催し、各事業に関する協議・報告を行っており、特

に事業実施後の報告に関しては、アンケート結果（前掲・別添資料 B－１－③－１、２）を踏まえた次回への改

善点や反省点を提示し、情報の共有化を図っている。さらに、実施事業の継続開催、あるいは発展コースの開催

等今後の事業計画を企画するとともに、本学の地域社会への貢献に関する事業全体の方向性を協議・検討してい

る。また、各部局においてもそれぞれの組織内に企画会議や委員会等が置かれ、十分とは言えないものの検証と

改善活動を実施している。 

平成 23 年度まで医学系研究科・医学部独自の事業として開催していたメディカルサイエンスカフェは、平成

24年度にはスポーツ・健康教育にも目を向け、新たに教育文化学部と連携し、「メディカル・サイエンスカフェ・

ネクスト」として開催している。 

鉱業博物館では、平成24年度に実施した来館者のアンケート結果を運営委員会委員に配布し、内容の改善に取

り組むことにした。 

通信教育講座では、アンケート結果を運営委員会委員に配付し、教育内容等の改善に活用している。平成 24

年度には、要望の多かった学外スクーリングの会場について、駅に近い会場を確保して受講生の利便性の向上を

図った。 

 

〈別添資料〉 

前掲・別添資料B－１－③－１：平成23年度秋田大学地域創生センター年報 p.65 

前掲・別添資料B－１－③－２：平成23年度秋田大学地域創生センター年報 pp.58～64 
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【分析結果とその根拠理由】 

地域創生センターは定期的に連絡会議を開催し、各事業に関する協議・報告を行っている。特に事業実施後の

報告に関しては、アンケート結果を踏まえた次回への改善点や反省点を提示し、情報の共有化を図っている。さ

らに、実施事業の継続開催、あるいは発展コースの開催等今後の事業計画を企画するとともに本学の地域社会へ

の貢献に関する事業全体の方向性を協議・検討しており、地域社会への貢献を担う全学的な組織として改善に取

り組んでいることが確認できる。 

また、各部局においても、それぞれの組織内に企画会議や委員会等が置かれ、不十分な点はあるものの検証と

改善活動を実施している。 

以上のことから、大学の地域貢献活動に関する改善のための取組が行われていると判断する。 

 

 

（２）目的の達成状況の判断 

本学の地域貢献活動の核である地域創生センター並びに各部局とも、公共的な知の拠点として大学開放事業の

推進や学術情報の提供、医療・福祉の充実、産業振興への参画を行い、地域の活性化に積極的に取り組んでいる

ことが確認できる。 

以上のような観点から鑑みて、目的の達成状況が良好であると判断する。 

 

 

（３）優れた点及び改善を要する点 

 

【優れた点】 

・学長のリーダシップにより制定された「吉村プラン」の「学術的見地から地域の活性化に積極的に取り組む」

という事項を実行する組織として「地域創生センター」を設置したことは優れている。特に東日本大震災を機に

秋田県及び市町村における防災対策の見直し、県民への防災教育を行うことを目的として、地域創生センター内

に「地域防災部門」を開設したことは、優れた点として評価できる。 

・本学の理念である「地域の振興」と「地域との共生」を実現するため、自治体との協定締結による連携強化を

図っていることは優れている。特に、より密接な地域連携を目指して横手分校・北秋田分校を開設したことは、

優れている。 

・「次世代がん治療推進専門家養成プラン」（文部科学省：平成24年度がんプロフェッショナル養成基盤推進プラ

ン）が採択され、地域の医療現場における大学院生教育のためのオン・ザ・ジョブ・トレーニングや、地域医療

機関に勤務する医師への生涯教育のためのウェブ教育を行うなど、教育的•社会的資産を活用した県内のがん専門

医療人の養成と、がん医療水準の向上に努めている点が優れている。 

 

【改善を要する点】 

各部局において地域貢献活動を積極的に行ってはいるが、改善のための取組が十分機能しているとは言い難い。

今後、各部局と地域創生センターとの連携により、地域貢献活動のPDCAサイクルを機能させていくことが課題で

ある。 
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